
(公財)交流協会 学生交流事業

交流協会では、日本と台湾との若者世代の交流促進のため様々な招聘・派遣事業を実施しています。
平成 23 年 10 月 30 日から 11 月6日まで台湾の高校生の環境教育向上と日本理解を一層深めるため
に高校生 20 名を兵庫・京都に招聘しました。
招聘メンバーの多くは初めての訪日でしたが、神戸の人と未来の防災センターの見学及び環境学
習、食品廃棄物リサイクル並びに舞子高校との交流の他、ホームスティーなど短期間の日程ながらも
多くのプログラムを通じ環境学習や文化・習慣に触れることが出来たようです。
今回招聘した 20 名のうち、男性3名女性3名の訪日報告書をここにご紹介致します。

2011年台湾高校生環境教育研修訪日団
感想報告書

国立永靖高級工業職業学校
江沂展

今回の研修で私は多くの日本語と知識を学びま
した。そして各国が現在環境保護を重視している
意識を感じました。交流協会の手配にはとても感
謝しています。八日間の日程で阪神大震災を記念
した博物館や舞子高校との交流、そしてエコの森
京都での工場学習などがあり、日本と台湾が環境
教育という分野に大きく力を入れていることが分
かりました。
京エコロジーセンターで、日本では一日一人当
たり平均約 478 本のペットボトル、量にして 335
リットルもの水を使用していることを知りまし
た。これは日本人の風呂に入る習慣に依るものか
ら水量が台湾人より多くなるのです。ですから京
都市は各小学校に屋内雨水収集装置を設置し、屋
内を冬は暖かく夏は涼しく保っており、電気と水
の費用を節約しているのです。地球温暖化も重要
な議題です。車の運転・エアコン・風呂・ナイロ
ン袋の使用は全て二酸化炭素の生産に繋がりま
す。京都市の京エコロジーセンターでは大自然と

その中の生き物とが共生し、一緒に美しい未来を
作り出し、後世により良い生活環境を残そうとい
うメッセージを発出しています。ゴミの減量は必
要不可欠です。日本ではゴミ処理にお金を支払う
必要があります。特に関西では5 kg のゴミに対
して 45 円必要です。そして1週間に2度しかゴ
ミの回収がありません。実際5 kg のゴミを処理
するコストは 287 円にもなります。日本ではトイ
レットペーパーは直接便器の中に流しますし、リ
サイクルもします。台湾では現在まだこのような
措置は行われていません。
エコの森京都を参観しました。そこは食べ残し

を肥料や飼料にする専門的な工場です。工場長の
信念に私はとても心打たれました。徹底的な循環
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利用を行っているのです。台湾でも多くの人がこ
の方面に投資を行っています。私は工場に足を踏
み入れたその瞬間とても喜びを感じました。私が
最も好きな化学的な機械が目に飛び込んできたか
らです。工場長からの紹介が終わり、私は自分の
将来の方向性がはっきりと見えました。また質疑
応答の時には多くの分からなかった疑問を尋ねま
した。工場長は私の質問に答えてくれ、彼が経営
しているこの工場が完璧なものだと感じました。
その時私はこの方面に進むために引き続き努力し
ようと思いました。帰国後、私はどのようにして
ペットボトル中のポリ塩化ビニル（PVC）とポリ
エチレン（PE）を回収もしくは分解・再利用でき
るかを研究し始めました。これは私が現在研究室
で考えている方向性ですが、ポリ塩化ビニルは冷
媒（フロン炭化物：CF2 Cl 2）のように塩素原
子を放出します。それはオゾン層の破壊だけでな
く、発癌物質をも放出し、直接健康に影響を与え
ます。もちろん現在市場に出回っているペットボ
トルは比較的エコロジーなポリ乳酸が使われてい
ます。しかしよりエコロジーを強化するため、私
はウルツ・フィッティッヒ反応、つまりハロゲン
元素に取って代わる反応を利用することで、塩素
原子に代替または分解し、アルコール類を加え、
グリセリンを生成します。これは保湿効果がある
医薬品です。化学の領域に関してとても勉強にな
りました。そしてエコの森京都の工場でも多くの
化学に関する専門知識や専門用語を学ぶことがで
きました。台湾は今までのように回収部分にのみ
力を入れるのではなく、今後は廃棄物の再利用に
も力を入れるべきであり、これは私たちが今後克
服し、貢献しなければならない課題です。
人と未来の防災センターではとても恐ろしい3
D の映像を見ました。本当に心から震える映像
で、3Dの効果を通して、私たちは一層震災当時
の状況を体感することができました。失った物は
とても大きいです。台湾には日本同様、自然災害

と防災の教育に関してより重視して欲しいと思い
ます。
神戸市舞子高校の全ての学科はみな環境保護を

主とした教育理念を持っていることに気づきまし
た。環境教育専門の教室があり、防災練習の授業
が用意されている日本で初めてこの科が設立され
た学校です。日本では小学校からこのような教育
が始まり、各学校ではみな関連する記念館や博物
館を見学します。それはとても重要な教育内容の
一つです。そして平均的に一週間に一度防災訓練
が行われています。このことから見ても、環境教
育とは小さい頃から教え始めるものなのです。私
は彼らとの交流の中で、二国間の違いを学ぶこと
ができました。環境教育だけでなく、生活習慣、
信仰する宗教、授業状況や防災教育の推進など、
とても勉強になりました。私は日本の学生と連絡
を取り、言わば一つの種となり、これら学んだ知
識を台湾に持ち帰り、太陽の下、多くの場所にそ
れらを蒔こうと思います。
ホームステイでは多くの文化方面に関して体験

することができました。ご主人の T さんは温か
く迎え入れてくれ、私たちを宇治市内全体に連れ
て行ってくれました。あの日はちょうど日本の文
化の日だったので、宇治市では「宇治十帖スタン
プラリー」という活動が行われていました。この
活動を通して私はより日本の文化遺産を理解する
ことができ、大きく視野を広げることができまし
た。源氏ロマンという源氏物語に倣った宇治のス
ポットである、東屋・椎本・手習・浮舟・蜻蛉・
総角・早蕨・夢浮橋・橋姫・宿木・橋寺・宇治上
神社・茶壷型ポスト・平等院などを見学しました。
もちろん私が一番好きな茶道も体験し、とても嬉
しかったです。日本の家庭内における独特な礼儀
や習慣なども多く学び、日本と台湾の衣食住の違
いを体験することができました。とても深く学
べ、私にとって将来日本へ再度教育旅行で訪れる
際の大きな手助けとなりました。
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まち・コミュニケーションでは T1さんの紹介
で、地震で 6434 名の方が亡くなったことを知り
ました。その原因として家屋倒壊によるものが
47％、家具の下敷きが 31％、火災が7％。これら
は直接的な要因です。そして震災後の疾病や伝染
病等間接的な要因は 15％を占めます。しかし最
も重要なことは生存者の中で、約 70％の人が近隣
住民に助け出されていて、20％が自分で解決し、
消防隊員等に救出されたのはたった 10％でしか
ないことです。これにより日本政府は二つの改善
を意識しました。一つは家屋の耐震措置、二つ目
は友人や近隣住民との関係改善です。ですから近
隣住民との付き合いに関する考え方は政府の大き
な教育が必要です。
日本人は絶え間なく生活の改善を行い、絶え間
なく彼らが直面した問題を解決してきました。最
も重要なことは彼らが常に理念を持っていて、そ
れをずっと「続けている」ことです。
台湾と日本はどちらも地震帯の上に位置してい
ます。日本政府がこんなにも地震と防災を重視し
ているのを見て、私たちは日本とこんなにも近い
のに、もし地震や津波が発生したとして、日本は
適切な対応ができるでしょうが、私たち台湾は自
分勝手に行動するのでしょうか？これこそが私た
ち台湾人が重視すべきテーマです。日本から私は
多くの防災研究の素材を持ち帰りました。そして

積極的に日本の防災に関するHPを閲覧し、どの
ように防災や環境破壊の減少を行えば良いか資料
を探しました。私は必ず今後一層多くの防災に関
する情報を学び、多くの研究を行い、日台双方が
直面する問題に建設的な考え方や意見を提起しよ
うと思います。
最後に、私は種になりたいと思います。日本で

吸収した養分を台湾に持ち帰り、そこで大きく花
開き、このような理念を伝え続け、各地にその理
念を植え続けたいと思います。

訪日の日程

台中市忠明高級中学
童懷億

飛行機が滑走路をゆっくりと移動し、オレンジ
色の夕日、しとしとと降っている小雨、これが私
の神戸の第一印象です。
私たちは舞子高校で多くの日本の高校生と交流

しました。討論を通してお互いの文化を理解しま
した。経済・教育・国の特徴や国としてもっと改
善すべき点などです。お互いを知り得た後私たち
はお互いに名刺を交換しました。今後ずっと連絡
が続くことを期待しながら。
日本で私たちは多くの博物館や記念碑を訪れま
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した。その中で二つの場所が特に印象に残りまし
た。まず、人と未来の防災センターで見た「東日
本大震災 津波の被害」という映像です。その中
には地震発生時の状況が映し出されていました。
廃墟の中で燃え盛る火、悲しみと怒りの声、そし
て泣き声が絶えず耳に入ってきます。地獄、恐ら
くこれがこの状況を表す一番適当な言葉だと思い
ます。
映像終了後、私は不意に隣の人をみると目から
涙を流していました。恐らく 30 歳くらいの人で
したが、大地震発生から十数年経っているのに、
この地震はこの人に消えることのない痛みを残し
たのだと思います。。
痛みが過ぎ去り、優しさを覚え、広い心を身に
つけ、おおらかさを学んだのです。そして生命と
は本来一つ一つの痛みが積み重なったものなのだ
と気づいたのです。それは生命誕生の母体の痛み
から命が尽きる肉体の痛みまでであり、心の痛み、
特に永遠の別れがあるからこそ、心と心がつなが
り、私たちは愛の彼方と繋がれるのです。
私たちが 921 大地震を経験して 10 数年経ちま
した。傷は未だに癒えていません。私と同年齢の
友人は既にそれを過去のものだと忘れている人も
います。いつも防災訓練の際には軽い気持ちで
行っています。一方日本の学生は防災訓練を重視
し、また積極的に行っています。とても残念です

が、紛れもない事実なのです。今後私自身を含め
同級生も真面目にこれらに取り組みたいと思いま
す。突然何かが起こった時、あの訓練がとても重
要だったと気づいても手遅れなのですから。
もう一カ所、私がとても印象に残ったのは「東

遊園地 阪神大震災記念碑」です。地下には震災
で亡くなった人たちの名前が刻まれていました。
Sさんが「この人たちの犠牲によって日本人の災
害の意識を呼び起こしているのです。」と言いま
した。多くの人が犠牲になり、多くの家が倒壊し
たにも関わらず、日本人は諦めることなく、それ
をバネにして建築構造を改良し防災措置を施すな
ど、ゆっくりと大きな一歩を踏み出しているので
す。
失敗した時自信を失うかもしれません。しかし

自信を失えば良いことはありません。その時自分
自身に対して一体問題はどこであったのかを問い
かけます。自信を失った時こそ物事を疑い、そし
て進歩するのです。これらは前へと進む原動力な
のです。
最後、ホームステイは今回の旅行で一番忘れら

れない思い出となりました。初めて会った時、彼
らは私に英語で話しかけてくれました。この行為
に私はとても驚かされました。日本語を話さない
だけでなく、英語もとても上手なのです。私たち
は台湾と日本に関することを多く話しました。そ
れに多くの名所旧跡を見学しました。夜には食卓
を囲んでたこ焼きをつくりました。とても貴重な
体験ができました。
ホームステイ家族と会話をしていると、彼らが

とても楽観的であり、自分が所有している全てを
大事にしていることがわかりました。「どのよう
な視点から人生を見てば、どのような収穫を得る
ことが出来るか」、ということを彼らから学びま
した。人生を楽しく成功させるためには第一に受
け入れることを学ぶことです。現在の人生を受け
入れ、それに対して感謝することです。たとえ愉
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快でない状況に置かれたとしても、自分には何も
ない、と悲観するのではなく、自分が今所有して
いるものに対して感謝するのです。それが成功な
のです。
この8日間で見聞したことは私の想像を超えて
いました。全てが素晴らしく、多くのことを学び
ました。一つのことの終了は別のことの始まりで
す。今回の旅行は終わってしまいましたが、台湾
にいてもホームステイ家族や舞子高校の学生たち
とはずっと連絡が取れると信じています。
飛行機が滑走路をゆっくりと移動し、白い朝日
と晴れた空、気持ちのいい人たち、綺麗な町並み、
多くの素晴らしいものがこの旅行の中で私の心に
刻まれました。

日本環境教育交流団の感想

台北市麗山高中
李翊茹

緊張した面持ちで私は日本に到着しました。3
度目の関西地域訪問でしたが、どこか違うような
気がして、気持ちも以前とは異なるものでした。
恐らく交流という任務を背負っているからでしょ
う。私はこのような気持ちで日本の大地に足を踏
み入れました。
二日目午前中、私たちはまち・コミュニケーショ

ンで阪神大震災の対策や今年3月 11 日に発生し
た東日本大震災で活用された阪神大震災の経験に
ついて学びました。このような綿綿と続く進歩の
精神を私たちは見習わなければなりません。午後
には神戸市の舞子高校へ行きました。ここは交流
の最重要訪問地です。私たちは舞子高校生から学
校の説明を聞き、その後班に分かれて活動を始め
ました。日本の学生と一緒に台湾と日本の長所や
短所、よく発生する災害の種類などを話し合いま
した。みんな、自分が話せる言葉を振り絞って話
をしました。私は日本語がそんなに上手ではあり
ませんが、漢字という補助を得ながらコミュニ
ケーションをとることができました。みんなで協
力し合い完成した壁新聞を見ると、とても充実感
がこみ上げてきました。その後の発表も大きな学
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習の場でした。他の班の発表を見ることで、自分
たちの班の話し合いとどこが違うのかを考え、よ
り多く両国の長短所を知ることができました。S1
組長や L校長が言っていたように、その日だけが
重要なのではなく、台湾に戻った後の交流が大事
なのです。現在私は当時の班員だった一人と E
メールで連絡をし、お互いの文化やその違いなど
を理解しようとしています。私たちは台湾と日本
が一緒に蒔いた種なのです。10 年後 20 年後もし
かすると両国を繋ぐ大樹に育つかもしれません！
その後数日は環境教育団体を訪問しました。参
観をしている時に多くの小学生を見かけました
が、小さい頃からちゃんと教育しているようで、
日本の環境教育が徹底されているのだと感じまし
た。台湾では学校でリサイクルや二酸化炭素減少
を宣伝しているだけで、学生たちにより深く理解
させようとはしていません。これらの団体を訪問
して、私たち高校生が全く知らないことがあるの
だと分かりました。それらは私たちが見習うべき
点です。
しかし今回の旅行で日本では食べ残しを回収し
ていないことに気づきました。ホームステイの
時、お母さんが町内でリサイクルをしているおじ
さんに聞いてくれましたが、おじさんはそれは日
本では難しい部分だと答えました。これも私たち
が交流したからこそ発見できた点です。
エコの森京都の考え方もとても実用的でまたエ

コロジーでした。加工を経て不要な食材が動物の
飼料へと生まれ変わります。これはエコロジーと
いうだけでなく、この業界に活路を見出す新しい
産業です。
この八日間で団員の間には感情が培われてきま

した。今回の交流は日本人とだけ行うのではな
く、台湾全土の 19 の学校との交流でもあり、違う
街から来た仲間と知り合うことができました。私
たちは短い数日で心を通わせ、心の中の大きな位
置を占めるようになりました。最終日の夕食にみ
んなで感想を発表していた時、みんなは素の一面
をさらけ出しました。泣きながら台湾に戻りたく
ないと話したり、ずっと一緒に日本にいて交流を
続けたいと話したりしました。もしかするとこれ
は私たちが予想もしていなかった収穫なのかもし
れません。
離れがたい想いと多くの収穫を持って私たちは

台湾という場所に戻りました。学校に戻り、クラ
スメイトと今回の交流の様子や学んだ内容を分か
ち合いました。
これで終わりではありません。これは私たちが

環境保護の重要性を訴え、日台学生が交流を行う
始まりなのです。

2011年台湾高校生環境教育研修訪日団
報告書

高雄市立高雄女子高級中學
黄宜雯

一・各行程の感想
①まち・コミュニケーション（防災学習）
まち・コミュニケーションは現地の住民が阪神

大震災後自立的に設立した復興を管理・計画した
専門的組織です。ここで私たちは阪神大震災に関
する多くの知識を勉強することができました。そ
れは以前社会科で習うような写真だけのものでは
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なく、話をして下さった T1さんは分かりやすく
写真や地図を用いて震災全体の様子や最も被害が
大きかった御蔵地区の被災状況や復興状況を話し
てくれました。私は日本人の災害に対する粘り強
く的確な学習精神を学ぶことができました。
御蔵地区は地震発生後約 80％が火災に巻き込
まれ、地震の直接的原因及び間接的原因で多くの
人の命が失われました。しかし日本人はこれに気
落ちすることなく、死傷した原因や災害の影響を
減少させる方法を探し出したのです。例えばビル
の耐震構造を強化したり、公園の地下に貯水槽を
作ったりと実質的な運用を考えた復興方法です。
そして阪神大震災で学んだ経験は東日本大震災で
も用いられました。段ボールを避難所に利用し被
災者にプライベートな空間を持たせると同時に風
邪等の蔓延を防ぐことで、お年寄りの死亡が大幅
に減少しました。二度と同じ失敗は繰り返さない
という精神を私たちは見習うべきです。
ここで私が一番印象に残ったのは日本人の粘り
強さです。家が倒壊しても諦めることなくすぐに
再建する。会社や工場が燃えても、ため息をつく
ことなく、社員が無事だったため短時間で会社の
経営を軌道に乗せる。これらは人々自身の力であ
り、人と人との強力な絆であり、お互いに助け合
い、協力した結果です。人は自分自身と相手とを
信じていれば、苦しいこと・困難なことを恐れる
ことはなく、不可能であろうと思われたことです
ら達成することができるのです！汗水出して耕し
てできた果実ほど甘い物はないのです。

②人と未来の防災センター（防災学習）、神戸港震
災メモリアルパーク、東遊園地（阪神大震災記念
碑）
この三カ所の場所を訪問して私は災害時にある
べき態度をより一層感じることができました。こ
の三カ所は日本人が痛みと向き合った勇気を体現
しています。多くの人は自分が傷つくことを顧み

たりはしません。しかし日本人は勇気をもってそ
れらと向き合い、教育や記念公園等を通して阪神
大震災の痛みや経験を心の中に焼き付けていま
す。忘れないように次世代へと受け継ぎ、被災し
亡くなった方の思いを無駄にすることなく更に努
力し、より良い防災方法を考えるのです。これは
日本がこんなにも多くの、また悲惨な天災に襲わ
れながらも災害後すぐに立ち上がる理由なのでは
ないでしょうか。

③京エコロジーセンター（環境学習）
京エコロジーセンターとは COP 3記念館のこ

とです。COP 3は京都議定書に関して討論した
会議であり、それは人類が環境保護を重視し、実
際の行動をとった一つの記念すべき会議です。京
エコロジーセンターが COP 3記念館であって京
都議定書記念館でない理由は、一番重要なことは
過程であり、結果ではないからです。
京エコロジーセンターは環境保護に関して学ぶ

のにはとてもいい場所です。可愛い挿絵や一目瞭
然の展示品、スタッフの詳しい説明、それらによっ
てとても効率的に多くの知識を吸収することがで
き、環境保護の概念と実用的な方法を心に刻むこ
とができました。チャンスさえあれば一人でも多
くの人に学んでもらい、それを実践することで、
地球の環境破壊を減速させるのです。展示の中で
最も印象に残ったものは食品廃棄物に関する部分
でした。日本人は台湾人同様にとても浪費してい
ます。そのため食べ残しや食品廃棄物がとても多
く、京エコロジーセンターでは一つのことを強調
しています。それは個人の重要性です。一人一人
が責任を負い、努力することこそとても意義のあ
ることです。一人の環境保護活動は大きな成果を
上げませんが、一人の一歩が他の人にも影響を与
え、大きな効果となり、環境保護の強大な力とな
るのです。この考え方は多くの人に身に付いてい
ないものだと思います。
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④エコの森京都（食品廃棄物リサイクル学習）
エコの森京都は日本にたくさんある食品廃棄物
リサイクル会社の一つです。そこでは食品廃棄物
から豚や鶏の飼料を生産しています。工場を見学
した際匂いがとても辛かったですが、社員の努力
は衣服に残った匂いのように私の心に留まりまし
た。これらの会社は日本全体の 60～70％の食品
廃棄物をリサイクルしています。台湾もこの技術
を学んで欲しいと思います。これは商業利益と環
境保護を兼ね備えた方法です。台湾では食べ残し
の回収はありますが、回収後は直接的な利用しか
されておらず、応用範囲は限定され、加工後の衛
生的問題は比較になりません。ですからこれらの
方法は台湾でも試してみる価値はあると思いま
す。

⑤舞子高校での交流、ホームステイ
台湾の日常生活で外国人と直接関わるチャンス
はほとんどありません。しかしその国の人たちと
直接交流することはその国を理解する直接的な方
法です。ですから今回の機会は私にとってとても
収穫の多いものになり、より日本を理解すること
ができました。以前テレビで日本の番組を見るこ
とはありました。しかし画面を通すと現実感が失
われてしまいます。今回の経験を通して、私は日
本人の情熱を感じることができました。以前は日
本人に対して冷淡で表面的な印象しか持っていま
せんでしたが、実際はとても温かく感じました。
私は日本語ができませんが、彼らと多くのことを
話しました。多くのことは言語を介する必要はあ
りません。人と人とのコミュニケーションは言語
を超えるのです。これは恐らく所謂以心伝心とい
うものでしょう。以前はどういう意味かわかりま
せんでしたが、今回の貴重な経験を通してようや
く理解できました。

⑥観光と体験

今回の研修で私たちは神社の参拝や和服・温泉
等、多くの日本文化体験を行いました。これらを
通して以前では学べなかったことを学ぶことがで
きました。万巻の書を読むは万里の路を行くに及
ばない、ということです。神社での参拝方法は台
湾のとは全く異なります。参拝の目的はやはり心
の安らぎを求めて行くのですが、日本人は台湾人
よりも神や神の領域に対する畏敬が大きいようで
す。その他の体験でも私は多くのことを学びまし
た。以前には関係する本を何度も読んだことはあ
りましたが、実際自分で行ってみると違った感覚
になります。自分の目で見ることと、メディアを
通してみることでは少し違いが出てきます。しか
しこれら「本家本元」はとても貴重な体験で、よ
り本当の日本を理解できました。

二・全体の感想と結論
今回の研修前、私は日本に対してはただ単純な

憧れでしかありませんでした。今回の研修を経
て、私の憧れは理解と好意へと深まりました。こ
れらの学習や体験から私は日本人の一つ大きな特
徴と長所を感じることができました。それは個人
の定義です。個人とは一人という意味ではなく、
一つの団体の中の一個人と意味を拡大できるとい
うことです。一人一人の力はとても重要です。一
人一人の行為は他人に影響を与えます。日本人は
そのことをとてもよく理解しています。ですから
彼らは道徳心を持ち、責任を全うしているのです。
この概念は彼らの日常生活の中にまで染み渡って
います。仕事・環境保護・相互扶助・防災関係、
全てにおいてです。これはとても尊い精神であ
り、本来の個人の概念よりも現実的で、且つ正確
です。私は自己紹介で今回の目的は災害発生時に
自分や他人を助けられる知識を得ることだと言い
ました。しかし私が学んだことは私が期待した以
上のものでした。現代社会において知識を得るこ
とは容易です。しかし実際に行動する人はほとん
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どいません。今回の研修で私は多くの知識を得ま
した。そして更に重要なことは、私は無限に広が
る精神を学んだということです。

三・心からの感謝
今回の素晴らしい経験を得られ、本当に多くの
人に感謝しなければなりません。まず引率して下
さった先生方。L校長、S1組長、T2さん、T3さん、
Sさん、彼らの苦労がなければこんな素晴らしい
研修はありえなかったでしょう。本当に感謝して
います。お疲れさまでした。そして交流協会がこ
のような機会を与えてくれたことに感謝します。
私は多くのことを学び多くの初めての経験をしま
した。そして違った日本を見ることができまし
た。ありがとうございます！

訪日の感想

國立大甲高工
王思閎

初めて海外に行く私は興奮と期待で踊りだしそ
うな気持ちを押さえることが出来ませんでした。
飛行機が離陸する時、私の心は飛行機と一緒に前
へと走り出し、美しい日本へと誘われたのです。
日本に到着した時には小雨が降っていましたが、
私の日本を愛する気持ちには何の影響もありませ
んでした。
まち・コミュニケーションの防災学習で、私は
地震の威力や人間関係の重要性（災害が発生した
ら被災者をすばやく救出できるのは近隣住民なの
で）を理解しました。この変遷の速い現代社会で
は近隣住民とのコミュニケーションを計ること
で、災害が発生した時にはお互いを助け合うこと
ができるのです。現在日本の公園には貯水設備を
設置されています。なぜなら阪神大震災発生時、
水がなかったため火を消すことができず、火の勢

いがとても速く広がってしまったのです。公園に
は排水管が直接下水道に繋がっています（写真1、
白い部分）。これは災害が発生した時にその効果
を発揮し、またとても衛生的な方法です。
舞子高校（環境防災科）を訪問した時、日本の

高校生が真面目に環境と防災に関して研究してい
る態度や外国からの客をもてなす温かさには感心
せざるをえませんでした。
お互いがお互いの国のことを理解しようとして

いた時、私たちはどちらもお互いの母語を使わず
英語を用いて双方の国の風習・グルメ・政治など
について話しをしました。それがまた一層現実的
であり具体的に日本の風情を体現していました。
「人と未来の防災センター」を訪れた時「東日本
大震災」が発生した当時の映像を見ました。そし
て日本人の団結力を知ることができました。彼ら
は団結の力によって壊れた家や道路を素早く再建
していました。これは一般的に言われる「団結力
は強い」ということなのでしょう。この施設では
古い住居は如何にして耐震力を補強するか、新し
い家は如何にして建てれば地震に強くなるか、そ
して室内の家具をどのように配置し、耐震設備を
どのように設置すれば地震に耐えうるのか、等を
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学ぶことができます。それらの事前予防こそが命
を守る無二の方法なのです。
そして研修旅行中には多くの記念碑や記念公園
を参観しました。これらは後世の人に対する「先
代の出来事を忘れず、後代の師とすべし」の教え
です。後世に災害の防止やその意識を理解させて
くれるのです。例えば「東遊園地 阪神大震災記
念碑」では記念碑に被災して亡くなった人の名前
が刻まれています。それを見た人は追悼の思いと
災害への警戒心を生じさせるのです。
ホームステイを経て、日本に関して一層理解が
深まりました。ホームステイ先のお母さんは私た
ちにより日本を知ってもらおう、日本を身近に感
じてもらおうと、様々な場所に私たちを連れて
行ってくれました。例えば日本の電車に乗ったり
日本の美味しい食事を食べたり、日本式の建築や
多くの神社を参観させてくれました。一番印象に

残ったのは「伏見稲荷大社」です。そこには数多
くの「鳥居（写真2）」があります。あの壮観な鳥
居を見ると日本人を尊敬せずにはいられません。
最後は名残惜しく感じるほどの建築で、また規模
も大きいため一日では廻りきれませんでした。
太陽が西に傾き始め、私たちは電車でお母さん

の家に行きました。最初に足を踏み入れた時とて
も驚きました。とても綺麗だったのです！夜の帳
が落ちる頃、お母さんは夕食を作り始めました。
私たちも手伝い、初めてたこ焼きを作りました。
とても楽しかったです！また食事をしている時、
私たちは次々と自分の国について紹介しました。
そして私が驚いたのは彼らの台湾に対する認識度
が私の想像を超えていたことです。日台には兄弟
のような関係が存在しているのですね！
最後に和服体験の時間です。このように和服を

着るとまるで日本に溶け込んだかのようでした。
そして和服を着て（写真3）日本の美しい木造建
築を楽しめたのです。清水寺まで歩いて行くと、
外国人が私たち偽りの日本人の写真を撮りたがっ
ていました。異国に来て多くの人や物と知り合
え、形容しがたい素晴らしい感覚に陥りました。
今回の教育旅行は自分自身を大きく成長させて

くれました。台湾各地の友人ができました。日本
で国外の風習や習慣、人情や出来事を学びました。
広く大きな地球という一つの村について理解を深
めることができました。

日本での輝かしい八日間

台北市中山女子高級中學
徐楚雲

日本は秩序があり、礼儀正しく、とても清潔な、
心安らぐ気持ちのいい国で、多くの素晴らしい点
が今でもまだ私の頭の中に残っています。
今回は私がこの小さな台湾という島から初めて
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外に出て、世界に飛び出した第一歩になりました。
私の目には清潔な道路、平らな地面が飛び込み、
日本の街を歩いているととても気持ちがよく、私
の視野を広げてくれました。
日本は表面的には進歩的で美しい、欠点などな
いような国に見えますが、背後には暗く振り返り
たくない過去があります。台湾同様、日本はプ
レートがとても不安定な地震帯の上にあり、常に
予測が難しい地震に苛まれているのです。将来、
科学技術が発展したら別として、現在の技術では
災害の影響を免れることはできません。1995 年、
神戸で致命的な大地震が発生し、多くの住民が身
近な家族や友人を失い、消すことができない陰を
落としました。台湾に身を置く人たちも同じ感覚
を持っていると思います。1999 年の 921 大地震
で台湾は甚大な被害を受けました。世界各地の援
助のおかげで、台湾は再び立ち上がることができ
ました。
神戸の大地震発生現場では多くの家が非情にも
崩れ、人々もその中に巻き込まれました。まち・
コミュニケーションの T1さんも被災者の一人で
す。6つの会社のうち5つを地震によって発生し
た火災で焼失しました。会社の社員は無事でした
が、全てが焼けてしまったのです。これは一般的
にはとても大きな打撃です。しかし彼は諦めるわ
けではなく、それをバネにして、失った全てを補
い、再び立ち上がったのです。これはとても辛い
ものだったと思います。「ゼロ」から「会社の再建」
はとても困難なものです。しかし彼らは常に「諦
めなければいずれ新しい状況を作り出せる」と信
じています。確固とした態度と決して諦めない気
持ちがあるので、最終的に望んだ結果が生まれる
のです。
最も尊敬すべきは「ゼロから気持ちを切り替え
歩みだす」に至るまでにたった 11 日しかかかっ
ていないことです。彼らの心は地震によって潰さ
れたわけでないことがわかります。これはとても

見習うべき精神です！地震を通して神戸の人は
「近隣住民」の重要性を感じました。もちろん状
況によって変わってはきますが、諺で「遠くの親
戚より近くの他人」と言います。このような大き
な災害を経験したことで、台湾で 921 大地震が発
生した際には多大な援助をしてくれました。人と
いうのはお互いに支え合っているのですね！お互
いが良好な関係を保っていれば、相手が困難な状
況に陥った時には最大の援助ができるのです。こ
れはとても良好な相互扶助関係です。
2011 年3月に「東日本大震災」が発生しました。
多くの建物は基礎がしっかりしていなかったた
め、崩れたり傾いたりしました。震災後、人類は
更なる教訓を得たのです。それは自分の住んでい
る場所の特徴を知っておくことこそが、災害発生
の防護措置となるということです。これはみんな
が知っていなければならない考え方です。決して
「事後処理」ではなく、その時が来て後悔してもも
う遅いのです。
京エコロジーセンターは感嘆せざるをえない場

所でした。ここで日本の節電節水方法を学びまし
た。そして微生物を培養している容器の中を見
て、その原理を勉強しました。台北では必ず台北
市指定のゴミ袋を使用するよう規定されていま
す。京都では5年前からこの計画が開始されまし
た。当初住民は猛反対していたそうですが、成果
を上げてからは賛成派が増え、反対の声は少なく
なったそうです。とても素晴らしい始まりだと思
います！
環境に関する知識以外に、私は日本の独特な文

化を多く経験しました。日本人の食べる食べ物は
台湾とは少し異なり、毎食とても新鮮な感覚に陥
りました。あまり食べ慣れませんでしたが、とて
も貴重な体験であったため、一口ずつ味わって食
べ、日本人の飲食文化を感じとりました。食べ慣
れないからといって、食べられるものを疎かにし
てはいけません。私たちが日本にいる間にちょう
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ど「文化の日」がありました。街中にはお父さん
お母さんが和服を着た小さな子供を連れてお寺に
お参りに行っていました。想像していたよりも壮
観で、とても視野が広がりました。大部分が制服
を着たタクシー運転手の中に、和服を着た女性ド
ライバーがいました。とてもかっこ良かったで
す！
もちろん、私たちも日本の象徴である和服を着
ました。和服を着たその瞬間、私たちはおしとや
かな女性・男気溢れる男性に変身を遂げました。
とてもかっこ良かったです。歩いているときは大
股で歩くことはできず、階段もゆっくりとしか登
れず多少疲れましたが、この素晴らしい思い出は
一生忘れられないものになりました。そして私に
とてもよくしてくれたホームステイ先のお母さん
が美容院に連れて行ってくれて、「芸妓さんの髪
型」にセットしてくれました。まるで「日本人に
なった」ような感覚で、感激と珍しさと素晴らし
さが交わった、何とも言えない複雑な気持ちでし
た！このとても貴重な体験は私の大切な思い出と
なりました。和服を着て清水寺を歩くなんて、と
ても得難い体験です！残念なことに楽しい時間は
とても速く過ぎ去り、和服を返す時間となってし
まいました・・・
日本のお風呂もまたとても珍しい場所でした。
最初は「一糸まとわない」ことにとても驚きまし
たが、日本に来たのですから郷に入れば郷に従わ
なければなりません。みんなで何も隠すことなく
向き合えた感覚は素晴らしかったです！
所謂「岡目八目」というやつで、私は外国人の
立場から異国の情緒を楽しむことができました！
日本では台湾には見られない多くの優れた点があ
りました。それらは感嘆に留まらず、羨ましささ

え覚えます。日本では何事にも効率的で、生活水
準も驚嘆するほど高いです。トイレの設計も人の
ためを考えてあり、便器が使用前に洗浄されるだ
けでなく、使用後も自動で流れて行きます。そし
て「お尻を洗うかどうか」の選択もできるのです。
トイレを流し終えたら、節水の手洗い装置があり、
手を洗い終えた水は便器の後ろにあるタンクに貯
められるのです。本当に「先進的な日本」を感じ
ることができました！
使用効率を上げるために、エレベーターは「高

階層」と「低階層」に分かれているため、人で溢
れるようなことはありません。それは時間を浪費
しないための移動手段であり、とても素晴らしい
設計です。
一つ欠けている点を上げるとするならば、日本

では「信号の色が変わる秒数を教えてくれない」
ことでした。しかしこれは私の日本に対する高評
価に影響するものではありません。なぜなら日本
は本当に素晴らしい場所だからです。ホテルのス
タッフは「90 度のおじぎ」で挨拶をしてくれます
し、バスで横入りするようなことはほとんど見か
けませんでした。常にちゃんと列に並んでいま
す！道路にゴミが落ちていることなど更に少な
く、日本人はとても規律正しいのです！
今回日本に来て、とても多くのことを学びまし

た。環境保護の知識を学び、日本の伝統文化を体
験しました。日本の高度な科学技術や人との接し
方を見ることができました。台湾に輸入すべきこ
とが多すぎて一言では表せません！
とても価値があり、永遠に後悔しない、色んな

ものを持ち帰ることが出来た旅でした！今後同じ
ようなチャンスと巡りあり、もっと勉強し、もっ
と体験したいです！

交流 2012.4 No.853

― 30 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


